
基本方針  ５  

＝基本方針 ５を設定 した意図＝  

尐 子 高 齢 化 現 象 の 進 む 日 本 社 会 に あ っ て ，調 布 市 は ，そ の 状 況 を 異 に し て い る 。 

教 育 委 員 会 が 行 っ て い る 調 布 市 教 育 人 口 等 推 計 調 査 で は ， 今 後 ５ 年 間 の 教 育 人

口 は 増 加 し て い く と 推 計 し て い る 。ま た ，「 公 立 義 務 教 育 諸 学 校 の 学 級 編 制 及 び 教

職 員 定 数 の 標 準 に 関 す る 法 律 」 の 改 正 に よ り ， 平 成 ２ ３ 年 度 に 小 学 校 １ 年 生 で ３

５ 人 学 級 が ， 平 成 ２ ４ 年 度 は 法 改 正 は な か っ た が ， 教 員 の 加 配 と い う 運 用 で 小 学

校 ２ 年 生 で ３ ５ 人 学 級 が 導 入 さ れ た 。 さ ら に ， 平 成 ２ ５ 年 度 に お い て ， 東 京 都 は

中 学 校 １ 年 生 で の ３ ５ 人 以 下 学 級 の 実 施 を 検 討 し て い る 。 今 後 は ， こ れ ら の 動 向

を 踏 ま え な が ら ， 不 足 教 室 対 策 等 を 含 め た 教 育 環 境 の 整 備 を 計 画 的 に 進 め て い か

な け れ ば な ら な い 。  

ま た ， 市 立 全 小 ・ 中 学 校 普 通 教 室 の 空 調 設 備 の 設 置 は 完 了 し た が ， 今 後 も 特 別

支 援 教 室 の 設 置 に 伴 う 空 調 整 備 や 校 庭 芝 生 化 な ど ， 教 育 環 境 の 改 善 に 向 け た 施 設

整 備 を 計 画 的 に 進 め て い く 必 要 が あ る 。  

な お ， 震 災 に 備 え た 市 立 全 小 ・ 中 学 校 施 設 及 び 社 会 教 育 施 設 の 構 造 体 の 耐 震 化

は 完 了 し て い る が ， 安 全 ・ 安 心 の 観 点 か ら ， 引 き 続 き ， 非 構 造 部 材 の 耐 震 対 策 を

継 続 し て 行 っ て い く 必 要 が あ る 。  

平 成 ２ ４ 年 度 に は ， 染 地 小 学 校 の 体 育 館 を 改 修 し て ， 老 朽 化 し た 天 井 ， 内 装 材

及 び 照 明 器 具 等 の 改 修 に 併 せ て ， マ ン ホ ー ル ト イ レ の 設 置 に よ る 防 災 機 能 の 向 上

や ， 誰 で も ト イ レ の 設 置 な ど バ リ ア フ リ ー 化 を 実 施 し た 。  

今 後 は ， 小 ・ 中 学 校 施 設 及 び 社 会 教 育 施 設 に つ い て ， 調 布 市 公 共 建 築 物 維 持 保

全 計 画 に 基 づ く 老 朽 化 対 策 を 実 施 す る と と も に ， 防 災 機 能 の 向 上 や バ リ ア フ リ ー

化 を 計 画 的 に 実 施 し て い く 必 要 が あ る 。  

 こ の よ う な 施 設 整 備 に 当 た っ て は ， 室 内 化 学 物 質 対 応 を 確 実 に 行 っ て い か な く

て は な ら な い 。 調 布 市 に お い て は ， 過 去 に 学 校 教 育 施 設 供 用 に あ た り ， 室 内 化 学

物 質 に 起 因 す る 問 題 が 発 生 し た 。 そ れ を 教 訓 に ， 公 共 施 設 に お け る 室 内 化 学 物 質

対 応 マ ニ ュ ア ル を 作 成 し ， 室 内 化 学 物 質 に 対 し て の 対 策 を 万 全 に 行 っ て お り ， こ

の こ と は 今 後 も 継 続 し て い か な く て は な ら な い 。  

こ う し た 背 景 の 下 ，基 本 方 針 ５ で は ，安 全 で 安 心 な 調 布 の 教 育 環 境 の 整 備 を 推 進

す る ， を 柱 と し ， 施 策 に つ な げ て い く こ と と し た 。  

【  安全で安心な調布の教育環境の整備を推進する  】  

 社 会 の 尐 子 高 齢 化 の 流 れ に 反 し て ，教 育 人 口 の さ ら な る 増 加 が 見 込 ま れ る

と と も に ， 学 校 施 設 を は じ め 社 会 教 育 施 設 の 老 朽 化 が 進 む 調 布 市 に あ っ て ，

子 ど も の 就 学 人 数 に 応 じ た 教 室 数 の 確 保 や 教 育 環 境 の 整 備 ，老 朽 化 の 進 む 施

設 を 安 全 ，安 心 の 観 点 か ら 見 直 し ，的 確 に 整 備 を 進 め る こ と が 求 め ら れ て い

る 。  

 そ の た め に ，教 育 人 口 の 推 移 や 施 設 の 老 朽 化 の 状 況 を 的 確 に 把 握 す る と と

も に ， 調 布 市 公 共 建 築 物 維 持 保 全 計 画 に 則 り ， 着 実 に 事 業 を 推 進 す る 。  
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 主 要事業  122   小 ・中 学校増築工事の実施 （小 ・中学校施設の整備 ） 

《事 業のねらい》    

校 舎 を増築することにより，就学人数に応 じた教室数を確保するとともに，特別支援学級

を設置 し，適 切 な学習環境 を整備する。また，併 せて学童 クラブとユーフォー事業で使用す

る教室の設置を行 うことにより，児童が放課後に安心 して遊べる環境を整備する。 

【５年間の取組予定 】 ■推進プログラム事業→平成 ２５年度から◆計画事業  

 （事 業主管課 ：教育総務課 ，社会教育課 ） 

平 成 １９～２１年 度  平 成 ２２年 度  平 成 ２３年 度  平 成 ２４年 度  平 成 ２５年 度  平 成 ２６年 度  

推進プログラム（前半） 

 

実 施  

推 進 プログラム（後 半 ）   

                    次期基本構想に基づく計画事業の策定  

調布市公共建築物維持保全計画により事業を推進 

【調 布 市 基 本 計 画 に位 置 付

けた基 本 計 画 事 業 】  

 

 

 

 

 

 

 主 要事業  123   教 育人口推計調査の実施  

《事 業のねらい》  

将 来 の市立小 ・中学校児童 ・生徒数 を推計することにより，学校の教室数の確保 ，学校

施設の計画的な整備などに反映 させる。 

【５年間の取組予定 】 ○継続事業                    （事 業主管課 ：学務課 ） 

平 成 ２１年 度  平 成 ２２年 度  平 成 ２３年 度  平 成 ２４年 度  平 成 ２５年 度  平 成 ２６年 度  

実 施 ・点 検 評 価  点 検 評 価 を受 け見 直 し実 施  

 

 

施策 21   教 育人口の増加に伴 う計画的な学校教育施設の整備に向けた

取組  

調 布 市 で は 教 育 人 口 が 増 加 傾 向 に あ り ， 学 校 に よ っ て は 教 室 の 不 足 が 予 想

さ れ る 状 況 に あ る 。 そ の た め ， 教 育 人 口 推 計 調 査 結 果 を 基 に ， 計 画 的 に 校 舎

の 増 築 等 を 行 い ， 教 室 が 不 足 す る よ う な 状 況 を 解 消 し て い く 。  
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 主 要事業  124   学 校施設の維持 ・保全の実施 （小 ・中学校施設の整備 ） 

《事 業のねらい》  

防 水 ，外 壁 ，給水管 ，受変電設備 ，防災設備 ，給食設備等の維持保全 を計画的に実

施することにより，安全かつ良好な学習環境を維持する。 

【 ５ 年 間 の 取 組 予 定 】  ■ 推 進 プ ロ グ ラ ム 事 業 → 平 成 ２ ５ 年 度 か ら ◆ 計 画 事 業           

（事 業主管課 ：教育総務課 ） 

平 成 １９～２１年 度  平 成 ２２年 度  平 成 ２３年 度  平 成 ２４年 度  平 成 ２５年 度  平 成 ２６年 度  

推進プログラム（前半） 

 

実 施  

推 進 プログラム（後 半 ）   

                    次期基本構想に基づく計画事業の策定  

調布市公共建築物維持保全計画により事業を推進 

【調 布 市 基 本 計 画 に位 置 付

けた基 本 計 画 事 業 】  

 

 

 

 

 

 

 主 要事業  125   図 書館分館の整備の推進  

《事 業のねらい》  

図 書 館分館 は老朽化が進んだ状況になっている。そのため，安全で良好 な施設環境 を

保持できるよう，計画的に改修を行 う。 

【５年間の取組予定 】 ■推進プログラム事業→○継続事業             

  （事 業主管課 ：図書館 ） 

平 成 １９～２１年 度  平 成 ２２年 度  平 成 ２３年 度  平 成 ２４年 度  平 成 ２５年 度  平 成 ２６年 度  

推進プログラム（前半） 

 

実 施  

推 進 プログラム（後 半 ）   

                   次期基本構想に基づく計画事業の策定  

調布市公共建築物維持保全計画により事業を推進 

 

 

 

施策 22  教育施設の老朽化対策に向けた取組  

調 布 市 の 学 校 施 設 は ，児 童・生 徒 数 が 急 増 し た 昭 和 ４ ０ 年 代 か ら 昭 和 ５ ０

年 代 を 中 心 と し て 整 備 が 行 わ れ て き た た め ，建 設 後 ３ ０ 年 を 経 過 し た 施 設 が

約 ８ 割 を 占 め る な ど ，施 設 の 老 朽 化 が 進 ん だ 状 況 と な っ て い る 。ま た ，社 会

教 育 施 設 に つ い て も 同 様 に 老 朽 化 が 進 ん で い る 。そ の た め ，安 全 で 良 好 な 施

設 環 境 を 保 持 で き る よ う ， 計 画 的 に 維 持 保 全 を 行 う 。  
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 主 要事業  126   公 民館の施設整備の推進  

《事 業のねらい》  

建 設 後 ３５年 が経過する東部公民館 をはじめ，西部公民館や北部公民館においても老

朽化 が進 んでいる。そのため，計 画 的に改修 を行 い，安 全 で良好 な施設環境 の中で市民

の学習活動 ，地域活動を進める。 

【５年間の取組予定 】 ○継続事業                   （事 業主管課 ：公民館 ） 

平 成 ２１年 度  平 成 ２２年 度  平 成 ２３年 度  平 成 ２４年 度  平 成 ２５年 度  平 成 ２６年 度  

実 施  調 布 市 公 共 建 築 物 維 持 保 全 計 画 により事 業 を推 進  

 

 

 

 

 

 主 要事業  127   郷 土博物館施設の整備  

《事 業のねらい》  

郷 土 博 物館 は昭和 ４９年 に開 館 し，３５年 以 上 が経過する中 で，施 設 の老 朽化 が顕在

化 しているため，計画的に維持保全 を行 う。また，年 々増加する資料への対応等 の機能面

での充実 ，国史跡の整備に伴 うビジターセンター機能 の必要性など，中長期的視点にたっ

た博物館のあり方 を検討する。 

【５年間の取組予定 】 ○継続事業                 （事 業主管課 ：郷土博物館 ） 

平 成 ２１年 度  平 成 ２２年 度  平 成 ２３年 度  平 成 ２４年 度  平 成 ２５年 度  平 成 ２６年 度  

実 施  調 布 市 公 共 建 築 物 維 持 保 全 計 画 により事 業 を推 進  

 

 

 

 

 

 主 要事業  128   実 篤記念館の設備の維持保全に向けた整備の推進  

《事 業のねらい》  

実 篤 記念館の劣化 した設備 を改修 して，良好 な設備等の維持 と美観 を保持 し，入館者

の快適な利用に供する。 

【５年間の取組予定 】 ○継続事業                 （事 業主管課 ：実篤記念館 ） 

平 成 ２１年 度  平 成 ２２年 度  平 成 ２３年 度  平 成 ２４年 度  平 成 ２５年 度  平 成 ２６年 度  

実 施  調 布 市 公 共 建 築 物 維 持 保 全 計 画 により事 業 を推 進  
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 主 要事業  129   八 ヶ岳尐年自然の家の管理運営  

《事 業のねらい》  

昭 和 ５８年 に開設 した施設であるため，施設 （外 構含む）の老朽化が進んでおり，設 備系

を含む施設全体の改修 も視野に入れながら，計画的に維持保全 を実施 していく。 

【５年間の取組予定 】 ○継続事業                 （事 業主管課 ：社会教育課 ） 

平 成 ２１年 度  平 成 ２２年 度  平 成 ２３年 度  平 成 ２４年 度  平 成 ２５年 度  平 成 ２６年 度  

実 施  調 布 市 公 共 建 築 物 維 持 保 全 計 画 により事 業 を推 進  
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 主 要事業  130   空 調機器設備整備の推進 （小 ・中学校施設の整備 ） 

《事 業のねらい》  

 小 ・中 学校に平成 ５年以前に設置 された空調機 （151 台 ）について，5 年間 （30 台 ずつ）

で更新 し，その後の維持管理を含めた整備事業をリース契約 (10 年 間 ）で行 う。併せて空調

機が未設置である図書室に順次設置する。 

【 ５ 年 間 の 取 組 予 定 】  ■ 推 進 プ ロ グ ラ ム 事 業 → 平 成 ２ ５ 年 度 か ら ◆ 計 画 事 業           

（事 業主管課 ：教育総務課 ） 

平 成 １９～２１年 度  平 成 ２２年 度  平 成 ２３年 度  平 成 ２４年 度  平 成 ２５年 度  平 成 ２６年 度  

推進プログラム（前半） 

 

実 施  

推 進 プログラム（後 半 ）   

                    次期基本構想に基づく計画事業の策定  

調布市公共建築物維持保全計画により事業を推進 

【調 布 市 基 本 計 画 に位 置 付

けた基 本 計 画 事 業 】  

 

 

 

 主 要事業  131   水 飲栓の直結給水化事業の推進 （小 ・中学校施設の整備 ） 

《事 業のねらい》  

 児 童 ・生徒が夏でも冷たい水を飲むことができるようになるなど水道水のおいしさをより実感

できるよう，学校の水飲栓を貯水槽水道方式から直結給水方式に順次切 り替 えていく。  

【 ５ 年 間 の 取 組 予 定 】  ■ 推 進 プ ロ グ ラ ム 事 業 → 平 成 ２ ５ 年 度 か ら ◆ 計 画 事 業           

（事 業主管課 ：教育総務課 ） 

平 成 １９～２１年 度  平 成 ２２年 度  平 成 ２３年 度  平 成 ２４年 度  平 成 ２５年 度  平 成 ２６年 度  

推進プログラム（前半） 

 

実 施  

推 進 プログラム（後 半 ）   

                   次期基本構想に基づく計画事業の策定  

調布市公共建築物維持保全計画により事業を推進 

【調 布 市 基 本 計 画 に位 置 付

けた基 本 計 画 事 業 】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策 23  良好な学習環境の整備に向けた取組  

衛 生 面 や 安 全 性 な ど 様 々 な 面 で 配 慮 さ れ た 施 設 に す る と と も に ，時 代 の 要

請 に 応 じ た 施 設 環 境 と な る よ う 計 画 的 に 整 備 を 進 め ，一 人 一 人 の 児 童・生 徒

が 確 か な 学 力 を 身 に つ け ，安 心 し て 学 習 に 励 む こ と が で き る 環 境 の 整 備 を 図

る 。  
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 主 要事業  132   校 庭 の芝生化事業の推進 （小 ・中学校施設の整備 ） 

《事 業のねらい》  

 近 隣 への埃対策 ，ヒートアイランド現 象の緩和及び環境教育 を推進するため校庭の一部

芝生化を実施する。また，子 どもの体力向上 と心の育成 につなげる。 

【５年間の取組予定 】 ○継続事業→平成 ２５年度から◆計画事業  

                （事 業主管課 ：教育総務課 ） 

平 成 ２１年 度  平 成 ２２年 度  平 成 ２３年 度  平 成 ２４年 度  平 成 ２５年 度  平 成 ２６年 度  

 

実 施 ・点 検 評 価  

 

                     

点 検 評 価 見 直 し実 施  

【調 布 市 基 本 計 画 に位 置 付

けた基 本 計 画 事 業 】  

新 しい計 画 事 業 を受 けて対 応  

 

78



 

 主 要事業  133   臨 時室内環境衛生検査の実施  

《事 業のねらい》  

 机 ，椅 子 ，コンピュータ等 ，新 たな学 校用備品 の搬入等に当たっては，搬 入 後 に臨時室

内環境衛生検査を実施する。また，一定規模の改修工事等 を行った際には，厚生労働省

が示す 13 物 質以外に T-VOC（総 揮発性有機化合物 ）を測定 し暫定目標値が指針値以

下であることを確認 してから供用 を開始する。これにより，児 童 ・生 徒 の健康への影響 を取 り

除 く。 

【５年間の取組予定 】 ○継続事業                 （事 業主管課 ：教育総務課 ） 

平 成 ２１年 度  平 成 ２２年 度  平 成 ２３年 度  平 成 ２４年 度  平 成 ２５年 度  平 成 ２６年 度  

実 施 ・点 検 評 価  点 検 評 価 を受 け見 直 し実 施  

 

 

 

 

 主 要事業  134   安 全 な消耗器材等の購入の推進  

《事 業のねらい》  

 児 童 ・生徒の健康への影響 を防 ぐため，学校で使用する消耗器材 （塗 料等 ），補修用原

材料 （ベニヤ等 ）及 び備品類 （机 ・椅 子 ）については，室 内 空気 を汚染する化 学物質 の発

生のない，若 しくは最 も尐ないものを採用する。また，ホルムアルデヒド放散量について，日本

工業 規格 （ J IS ）及 び日 本 農林規格 （ JAS)で規 格 化 されているものについては，最 も厳 しい

規格である最上位規格品 （F☆☆☆☆）を使用する。 

【５年間の取組予定 】 ○継続事業                 （事 業主管課 ：教育総務課 ） 

平 成 ２１年 度  平 成 ２２年 度  平 成 ２３年 度  平 成 ２４年 度  平 成 ２５年 度  平 成 ２６年 度  

実 施 ・点 検 評 価  点 検 評 価 を受 け見 直 し実 施  

 

  

 

施策 24  シックハウス対策に向けた取組  

学 校 に お け る シ ッ ク ハ ウ ス 対 策 に つ い て は ，室 内 化 学 物 質 対 応 マ ニ ュ ア ル

や チ ェ ッ ク シ ー ト を 作 成 し ， 適 切 な 換 気 に 努 め る な ど の 対 応 を 行 っ て い る 。 

し か し ，室 内 空 気 中 に 含 ま れ る 化 学 物 質 に よ る 健 康 影 響 に つ い て は ，い ま

だ 解 明 さ れ て い な い 部 分 も あ り ，ま た ，換 気 以 外 に 有 効 な 対 策 が 期 待 で き な

い 状 況 に あ る 。そ こ で ，児 童 生 徒 の 健 康 へ の 影 響 を 防 ぐ た め ，シ ッ ク ハ ウ ス

対 策 を 継 続 す る と と も に ，シ ッ ク ハ ウ ス 対 策 に 関 す る 情 報 収 集 に 努 め ，良 好

な 学 習 環 境 を つ く る 。  
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